
2025 年１月６日 

各 位 

会 社 名 横浜冷凍株式会社 

代 表 者 名 代表取締役社長 古瀬 健児 

（コード番号 2874 東証プライム） 

問 合 せ先 執行役員ＩＲ部長 星 光孝 

電話番号 045－210－0011 

（訂 正 ・数 値 データ訂 正 ）「2024 年 ９月 期  決 算 短 信 〔日 本 基 準 〕（連 結 ）」の一 部 訂 正 について 

 当 社 は、2024 年 11 月 14 日 に開 示 いたしました「2024 年 ９月 期  決 算 短 信 〔日 本 基 準 〕（連 結 ）」

の一 部 を訂 正 いたしましたので、お知 らせいたします。 

また、数 値 データにも訂 正 がありましたので訂 正 後 の数 値 データも送 信 いたします。 

記  

１． 訂 正 の内 容 と理 由

  訂 正 の内 容 と理 由 につきましては、別 途 、本 日 （2025 年 １月 ６日 ）付 「過 年 度 の有 価 証 券 報 告

書 等 の訂 正 報 告 書 の提 出 及 び過 年 度 の決 算 短 信 等 の訂 正 に関 するお知 らせ」にて開 示 しており

ますのでご参 照 ください。 

２． 訂 正 箇 所

訂 正 箇 所 は 線 を付 して表 示 しております。なお、訂 正 箇 所 が多 数 に及 ぶことから訂 正 事 項

については、訂 正 後 のみ全 文 を記 載 しております。 

３． 訂 正 による影 響 額

(単位:百万円) 

期間 項目 

連結 

訂正前 

(A) 

訂正後 

(B) 

影響額 

(B-A) 

増減率 

(%) 

2024 年９月期 

売上高 122,540 122,282 △ 258 △0.2% 

営業利益 4,002 4,647 645 16.1% 

経常利益 3,633 4,808 1,175 32.3% 

親会社株主に帰属 

する当期純利益 
3,088 3,933 845 27.4% 

総資産 211,365 203,026 △ 8,339 △3.9% 

負債 118,802 123,155 4,353 3.7% 

純資産 92,562 79,871 △ 12,691 △13.7% 

以 上  
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(百万円未満切捨て)
１．2024年９月期の連結業績（2023年10月１日～2024年９月30日） 
（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2024年９月期 122,282 △2.6 4,647 29.5 4,808 16.3 3,933 － 

2023年９月期 125,598 13.4 3,588 △13.7 4,133 △17.3 △10,731 － 

（注）包括利益 2024年９月期 7,894百万円 （－％） 2023年９月期 △9,962百万円 （－％） 

１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 

2024年９月期 66.79 － 5.2 2.5 3.8 

2023年９月期 △182.52 － △13.8 2.3 2.9 

（２）連結財政状態 

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

百万円 百万円 ％ 円 銭 

2024年９月期 203,026 79,871 38.5 1,327.75 
2023年９月期 188,263 73,340 38.2 1,222.23 

（参考）自己資本 2024年９月期 78,248百万円 2023年９月期 71,881百万円 

（３）連結キャッシュ・フローの状況 

営業活動による 
キャッシュ・フロー 

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 
期末残高 

百万円 百万円 百万円 百万円 

2024年９月期 13,471 △17,603 3,628 3,471 

2023年９月期 3,979 △19,086 16,611 3,927 

２．配当の状況 

年間配当金 配当金総額 
(合計) 

配当性向 
（連結） 

純資産配当率 
（連結） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 
2023年９月期 － 11.50 － 12.50 24.00 1,416 － 1.7 

2024年９月期 － 12.00 － 12.00 24.00 1,418 35.9 1.9 

2025年９月期（予想） － 12.00 － 12.00 24.00 50.5 

（注）2023年９月期の期末配当金の内訳 普通配当 11円50銭 記念配当 １円00銭 

３．2025年９月期の連結業績予想（2024年10月１日～2025年９月30日） 
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 68,000 13.3 2,200 △19.1 2,100 13.5 1,400 27.1 23.77 
通期 127,000 3.9 4,250 △8.6 4,150 △13.7 2,800 △28.8 47.54 



※  注記事項 
（１）期中における連結範囲の重要な変更：無 

新規  －社  （社名）  、除外  －社  （社名） 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無
②  ①以外の会計方針の変更  ：無 
③ 会計上の見積りの変更  ：無 
④ 修正再表示  ：有 

（３）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年９月期 59,266,684株 2023年９月期 59,266,684株 

② 期末自己株式数 2024年９月期 333,635株 2023年９月期 454,502株 

③ 期中平均株式数 2024年９月期 58,896,182株 2023年９月期 58,793,224株 
当連結会計年度において、役員報酬ＢＩＰ信託口が保有する当社株式180,685株を自己株式に含めています。 

（参考）個別業績の概要 
１．2024年９月期の個別業績（2023年10月１日～2024年９月30日） 
（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2024年９月期 119,927 △2.9 4,398 26.8 4,624 16.0 3,871 － 

2023年９月期 123,513 13.6 3,468 △10.3 3,986 △16.2 △10,798 － 

１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

円 銭 円 銭 

2024年９月期 65.74 － 

2023年９月期 △183.67 － 

（２）個別財政状態 

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

百万円 百万円 ％ 円 銭 

2024年９月期 196,995 76,009 38.6 1,289.76 
2023年９月期 183,418 70,287 38.3 1,195.12 

（参考）自己資本 2024年９月期 76,009百万円 2023年９月期 70,287百万円 

２．2025年９月期の個別業績予想（2024年10月１日～2025年９月30日） 
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 66,550 13.1 2,200 △11.8 1,500 △18.7 25.47 
通期 124,000 3.4 4,300 △7.0 3,000 △22.5 50.94 

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基

づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は、当社グループを取り巻く経済状況、事業

環境、他社との競合、自然災害、金利等様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 当社は、2024年12月５日（木）に機関投資家・証券アナリスト向け説明会を開催する予定です。この説明会の動画については、開催後速

やかに当社ホームページに記載する予定です。 



- 1 - 

○添付資料の目次

１．経営成績等の概況 ……………………………………………………………………………………………………… 2 
（１）当期の経営成績の概況 …………………………………………………………………………………………… 2 
（２）当期の財政状態の概況 …………………………………………………………………………………………… 3 
（３）当期のキャッシュ・フローの概況 ……………………………………………………………………………… 3 
（４）今後の見通し ……………………………………………………………………………………………………… 4 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 …………………………………………………………………………… 5 

３．連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………………… 6 
（１）連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………………… 6 
（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 ……………………………………………………………………… 8 

連結損益計算書 …………………………………………………………………………………………………… 8 
連結包括利益計算書 ……………………………………………………………………………………………… 9 

（３）連結株主資本等変動計算書 ……………………………………………………………………………………… 10 
（４）連結キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………………………… 12 
（５）連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………………… 14 

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 14 
（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項） ………………………………………………………… 14 
（連結貸借対照表に関する注記） ………………………………………………………………………………… 17 
（連結損益計算書に関する注記） ………………………………………………………………………………… 18 
（連結包括利益計算書関係） ……………………………………………………………………………………… 20 
（連結株主資本等変動計算書関係） ……………………………………………………………………………… 21 
（セグメント情報等の注記） ……………………………………………………………………………………… 23 
（収益認識関係） …………………………………………………………………………………………………… 27 
（１株当たり情報） ………………………………………………………………………………………………… 28 
（重要な後発事象） ………………………………………………………………………………………………… 28 

４．個別財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………………… 29 
（１）貸借対照表 ………………………………………………………………………………………………………… 29 
（２）損益計算書 ………………………………………………………………………………………………………… 31 
（３）株主資本等変動計算書 …………………………………………………………………………………………… 32 
（４）個別財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………………… 34 

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 34 

５．その他 …………………………………………………………………………………………………………………… 35 
（１）代表取締役の異動 ………………………………………………………………………………………………… 35 
（２）その他役員の異動 ………………………………………………………………………………………………… 35 
（３）その他 ……………………………………………………………………………………………………………… 35 

横浜冷凍㈱（2874）　2024年９月期決算短信



- 2 - 

１．経営成績等の概況 

（1） 当期の経営成績の概況 

（経営環境） 

 当連結会計年度（2023年10月１日～2024年９月30日）におけるわが国の経済は、インバウンド需要の増加などを背

景に緩やかな回復基調が続いた一方、資源価格や原材料価格の高騰、円安による物価の上昇、世界情勢の緊迫化な

ど、依然として先行き不透明な状況が続いております。 

 当社グループが関わる食品関連業界においては、実質賃金は上昇傾向にあるものの、相次ぐ食品の値上げによる物

価上昇や配送コストのアップ、節約志向が継続しており、厳しい経営環境が続いております 

（当期の経営成績） 

 このような状況のなか、当社グループは、2026年を最終年度とする新・中期経営計画（第Ⅱ期）「繋ぐ力」を策定

しました。冷蔵倉庫事業は「積み重ねてきた高品質な物流で国内外の課題を解消し、お客様へスマートコールドサー

ビスを提供」、食品販売事業は「国内外の生産者とのネットワークを活かし、目利き力により旬や美味しさをお客様

へ」を方針とし、各重点施策に取り組んでまいりました。 

 その結果、当社グループの当連結会計年度の連結経営成績は、売上高122,282百万円（前期比2.6％減）、営業利益

4,647百万円（前期比29.5％増）、経常利益4,808百万円（前期比16.3％増）、親会社株主に帰属する当期純利益3,933

百万円（前期は親会社株主に帰属する当期純損失10,731百万円）となりました。 

 なお、当連結会計年度は投資有価証券売却益による特別利益1,795百万円、気仙沼ソーティングスポット事業計画

見直しに伴う減損損失1,358百万円を計上しております。 

  また、当社グループは、2024年11月14日付「過年度の決算短信等の訂正に関するお知らせ」及び2025年1月６日付

「過年度の有価証券報告書等の訂正報告書の提出及び過年度の決算短信等の訂正に関するお知らせ」に記載のとお

り、収益認識基準に関する会計基準に準拠した会計処理を行い決算訂正を行うとともに、第76期(2023年９月期)に遡

って、13,514百万円の特別損失を計上する決算訂正を行いました。 

 これらの過年度の決算訂正は、第74期(2021年９月期)以降の決算を訂正し、第74期(2021年９月期)以降の有価証券

報告書、四半期報告書及び内部統制報告書の訂正報告書を、2025年１月６日に関東財務局へ提出するとともに、当連

結会計年度(2023年10月１日～2024年９月30日)の第3四半期決算短信及び決算短信の訂正開示を行いました。 

 セグメントごとの業績は次のとおりです。 

（セグメント別の概況） 

①冷蔵倉庫事業

当連結会計年度は増収増益となりました。

前期からの高い在庫水準が続いており、入庫量、出庫量、在庫量いずれも前期を上回り保管料収入、荷役料収入も

大きく増収となりました。これらの増収が、今期竣工した３つの物流センターの減価償却費、立上り経費等のコスト

増を吸収し、また、インフレによる物価上昇やコスト増加に対しても料金改定交渉やDX推進による生産性向上に努め

た結果、増収増益となりました。 

 タイの連結子会社THAI YOKOREI CO.,LTD.においても、入庫量、出庫量、ともに前期を上回り、主要品目である畜

産品、乳製品等の取扱いが増加し増収増益となりました。 

 以上の結果、冷蔵倉庫事業の業績は、売上高は35,127百万円（前期比10.4％増）、営業利益は7,198百万円（前期比

7.6％増）となりました。 

②食品販売事業

当連結会計年度は減収増益となりました。

水産品は主力の鮭鱒は減収ながら増益、イワシ、アカウオは取扱い数量も増え増収増益、また前期相場下落で利益

率を落としたエビも利益率が回復し、水産品全体では利益重視の販売取組により減収ながら増益となりました。 

 畜産品は、インバウンドや外食向け需要回復により、ポーク、チキンが増収増益となりました。ビーフは国内需要

の低迷により取扱量が減少し減益となりましたが、全体では増収増益となりました。 

  農産品は高温障害により、作物が順調に育たず取扱量は減少しましたが、主力商材のイモ類が牽引し前年並みの

利益を確保しました。 

 以上の結果、食品販売事業の業績は、売上高87,095百万円（前期比7.1％減）、営業利益1,473百万円（前期比

53.3％増）となりました。 
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（2） 当期の財政状態の概況 

資産、負債及び純資産の状況 

 総資産は、前連結会計年度末に比べ14,763百万円増加し、203,335百万円となりました。これは主に、有形固定資

産が14,230百万円、投資有価証券が3,837百万円増加したこと、受取手形及び売掛金が3,152百万円減少したこと等に

よるものです。 

 負債総額は、前連結会計年度末に比べ8,232百万円増加し、123,155百万円となりました。これは主に、借入金が

5,287百万円、未払法人税等が2,198百万円増加したこと等によるものです。 

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ6,530百万円増加し、79,871百万円となりました。 

（3） 当期のキャッシュ・フローの概況 

 現金及び現金同等物等は、前連結会計年度末に比べ456百万円減少の3,471百万円となりました。当連結会計年度に

おけるキャッシュ・フローの状況と主な内容は次のとおりです。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、13,471百万円の資金の増加（前年同期は、3,979百万円の資金の増加）と

なり、その主な内容は税金等調整前当期純利益5,520百万円、減価償却費7,365百万円、減損損失1,358百万円等の資

金の増加と、棚卸資産の増加額1,499百万円等の資金の減少によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、17,603百万円の資金の減少（前年同期は、19,086百万円の資金の減少）と

なり、その主な内容は投資有価証券の償還による収入2,300百万円等の資金の増加と、有形固定資産の取得による支

出20,525百万円等の資金の減少によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、3,628百万円の資金の増加（前年同期は、16,611百万円の資金の増加）と

なり、その主な内容は金融機関からの借入の純増額5,193百万円の資金の増加と、配当金の支払額1,446百万円等の資

金の減少によるものです。 

キャッシュ・フロー関連指標の推移 

2022年９月期 2023年９月期 2024年９月期 

自己資本比率（％） 46.8 38.2 38.5 

時価ベースの自己資本比率（％） 29.0 37.8 27.6 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（年） 12.9 － 7.5 

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 17.0 － 24.3 

（注）１．各指標の算出方法は次のとおりであります。 

・自己資本比率：自己資本/総資産 

・時価ベースの自己資本比率：株式時価総額/総資産 

・キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債/キャッシュ・フロー 

・インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー/利払い 

※いずれも連結ベースの財務数値により作成しております。 

※株式時価総額は、期末終値株価×期末発行済株式数（自己株式控除後）にて算出しております。 

※利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。 

２．有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象としてお

ります。 

３．2023年９月期のキャッシュ・フロー対有利子負債比率及びインタレスト・カバレッジ・レシオは、キャッシ

ュ・フローがマイナスのため記載しておりません。 
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（4）今後の見通し 

 当社グループを取り巻く事業環境は、人口減少による労働力不足、エネルギー価格高騰による電力料金の増加、為替相

場の急激な変動、物価の上昇による節約志向など厳しい状況が続いています、 

世界的には気候変動や世界人口増加による食資源の枯渇化に伴う食資源獲得競争等、環境問題が年々深刻化しており、地

球環境への配慮と、持続的な企業成長を両立したサステナビリティーへの積極的な取り組みが求められています。 

 このような状況のなか、当社グループは2030年に向けた中長期的方向性「ヨコレイ事業ビジョン2030」および「ヨコレ

イサステナビリティビジョン2030」を掲げました。 

 実現に向けた第２テージとして2026年を最終年度とする新・中期経営計画（第Ⅱ期2023年10月～2026年９月）「繋ぐ

力」を定め各重点施策に取り組んでまいります。 

 以上を踏まえ、次期の業績見通しは、売上高127,000百万円、営業利益4,250百万円、経常利益4,150百万円、親会社株

主に帰属する当期純利益2,800百万円を見込んでおります。 

 また、当事業年度および過年度における海外取引先に対する債権等について特別損失を計上したことを踏まえ、全社的

リスク管理の在り方を見直すこととし、2025年１月１日付、組織改編によりリスク管理部を設置し、全社各事業部門の事

業所間連携関係を構築し、情報と伝達を確実にし、リスク管理体制の再構築とリスク管理体制の強化を図ってまいりま

す。 
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

 当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務

諸表を作成する方針であります。 

 なお、今後につきましては、国内他社の国際会計基準の適用動向等を踏まえ、検討を進めていく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記 

（１）連結貸借対照表 

 (単位：百万円)

 
前連結会計年度 
(2023年９月30日) 

当連結会計年度 
(2024年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,937 3,481 

受取手形及び売掛金 ※１ 16,523 ※１ 13,370 

商品 14,816 16,295 

前渡金 2,178 498 

短期貸付金（純額） 870 825 

その他 1,046 1,809 

貸倒引当金 △101 △10 

流動資産合計 39,270 36,270 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） ※３,※４ 54,182 ※３,※４ 63,660 

機械装置及び運搬具（純額） ※３,※５ 8,353 ※３,※５ 9,775 

土地 30,507 31,410 

リース資産（純額） ※３ 312 ※３ 373 

建設仮勘定 7,056 9,199 

その他（純額） ※３ 756 ※３ 981 

有形固定資産合計 101,168 115,399 

無形固定資産   

のれん 32 － 

その他 3,398 3,340 

無形固定資産合計 3,431 3,340 

投資その他の資産   

投資有価証券 ※２ 39,401 ※２ 43,239 

長期貸付金 4,724 4,224 

長期未収入金 6,762 6,450 

繰延税金資産 － 264 

その他 1,200 904 

貸倒引当金 △7,695 △7,067 

投資その他の資産合計 44,392 48,015 

固定資産合計 148,993 166,756 

資産合計 188,263 203,026 
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 (単位：百万円)

 
前連結会計年度 
(2023年９月30日) 

当連結会計年度 
(2024年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,568 4,573 

短期借入金 ※７ 21,087 ※７ 12,273 

１年内返済予定の長期借入金 5,864 5,698 

１年内償還予定の社債 － 10,000 

リース債務 95 99 

未払法人税等 899 3,098 

賞与引当金 812 622 

役員賞与引当金 45 － 

その他 ※８ 5,693 ※８ 7,277 

流動負債合計 39,067 43,643 

固定負債   

社債 30,000 20,000 

長期借入金 38,586 52,854 

リース債務 245 306 

繰延税金負債 117 － 

役員報酬ＢＩＰ信託引当金 143 95 

債務保証損失引当金 4,487 4,281 

退職給付に係る負債 1,081 783 

資産除去債務 91 91 

その他 1,102 1,098 

固定負債合計 75,855 79,511 

負債合計 114,922 123,155 

純資産の部   

株主資本   

資本金 14,303 14,303 

資本剰余金 14,419 14,428 

利益剰余金 38,650 41,137 

自己株式 △386 △282 

株主資本合計 66,987 69,586 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 4,214 7,542 

繰延ヘッジ損益 △39 △184 

為替換算調整勘定 884 1,237 

退職給付に係る調整累計額 △164 64 

その他の包括利益累計額合計 4,894 8,661 

非支配株主持分 1,459 1,623 

純資産合計 73,340 79,871 

負債純資産合計 188,263 203,026 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 

（連結損益計算書） 

 (単位：百万円)

 
前連結会計年度 

(自 2022年10月１日 
 至 2023年９月30日) 

当連結会計年度 
(自 2023年10月１日 
 至 2024年９月30日) 

売上高 ※１ 125,598 ※１ 122,282 

売上原価 112,970 108,618 

売上総利益 12,628 13,664 

販売費及び一般管理費 ※２ 9,039 ※２ 9,016 

営業利益 3,588 4,647 

営業外収益   

受取利息 307 292 

受取配当金 435 334 

保険配当金 33 18 

受取保険金 75 17 

受取手数料 196 107 

為替差益 126 － 

受取遅延損害金 － 198 

貸倒引当金戻入額 － 278 

雑収入 335 354 

営業外収益合計 1,511 1,600 

営業外費用   

支払利息 399 549 

支払手数料 19 237 

固定資産除却損 95 202 

貸倒引当金繰入額 205 － 

デリバティブ評価損 178 130 

為替差損 － 200 

雑支出 68 118 

営業外費用合計 966 1,439 

経常利益 4,133 4,808 

特別利益   

投資有価証券売却益 － ※３ 1,795 

条件付対価受入益 ※４ 260 ※４ 275 

特別利益合計 260 2,070 

特別損失   

減損損失 － ※５ 1,358 

投資有価証券評価損 2,604 － 

債務保証損失引当金繰入額 4,487 － 

貸倒引当金繰入額 6,421 － 

特別損失合計 13,514 1,358 

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損

失（△） 
△9,119 5,520 

法人税、住民税及び事業税 1,669 3,405 

法人税等調整額 △101 △1,912 

法人税等合計 1,567 1,493 

当期純利益又は当期純損失（△） △10,687 4,026 

非支配株主に帰属する当期純利益 43 93 

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に

帰属する当期純損失（△） 
△10,731 3,933 
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（連結包括利益計算書） 

 

 （単位：百万円）

 
前連結会計年度 

(自 2022年10月１日 
 至 2023年９月30日) 

当連結会計年度 
(自 2023年10月１日 
 至 2024年９月30日) 

当期純利益又は当期純損失（△） △10,687 4,026 

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 658 3,328 

繰延ヘッジ損益 △216 △144 

為替換算調整勘定 355 454 

退職給付に係る調整額 △72 229 

その他の包括利益合計 ※１ 725 ※１ 3,867 

包括利益 △9,962 7,894 

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 △10,081 7,700 

非支配株主に係る包括利益 119 194 
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（３）連結株主資本等変動計算書 

前連結会計年度（自 2022年10月１日 至 2023年９月30日） 

  (単位：百万円)

 株主資本 

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 14,303 14,399 50,740 △286 79,157 

当期変動額      

剰余金の配当   △1,358  △1,358 

親会社株主に帰属する当期
純利益又は親会社株主に帰
属する当期純損失（△） 

  △10,731  △10,731 

自己株式の取得    △200 △200 

自己株式の処分  19  99 119 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

    － 

当期変動額合計 － 19 △12,089 △100 △12,170 

当期末残高 14,303 14,419 38,650 △386 66,987 

 

 

 その他の包括利益累計額 

非支配株主持分 純資産合計 
 

その他有価証
券評価差額金 

繰延ヘッジ損益 
為替換算調整勘

定 
退職給付に係る
調整累計額 

その他の包括
利益累計額合

計 

当期首残高 3,556 176 605 △92 4,245 1,365 84,768 

当期変動額        

剰余金の配当     －  △1,358 

親会社株主に帰属する当期
純利益又は親会社株主に帰
属する当期純損失（△） 

    －  △10,731 

自己株式の取得     －  △200 

自己株式の処分     －  119 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

658 △216 279 △72 649 93 743 

当期変動額合計 658 △216 279 △72 649 93 △11,427 

当期末残高 4,214 △39 884 △164 4,894 1,459 73,340 
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当連結会計年度（自 2023年10月１日 至 2024年９月30日） 

  (単位：百万円)

 株主資本 

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 14,303 14,419 38,650 △386 66,987 

当期変動額      

剰余金の配当   △1,447  △1,447 

親会社株主に帰属する当期
純利益又は親会社株主に帰
属する当期純損失（△） 

  3,933  3,933 

自己株式の取得    △0 △0 

自己株式の処分  9  104 113 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

    － 

当期変動額合計 － 9 2,486 104 2,599 

当期末残高 14,303 14,428 41,137 △282 69,586 

 

 

 その他の包括利益累計額 

非支配株主持分 純資産合計 
 

その他有価証
券評価差額金 

繰延ヘッジ損益 
為替換算調整勘

定 
退職給付に係る
調整累計額 

その他の包括
利益累計額合

計 

当期首残高 4,214 △39 884 △164 4,894 1,459 73,340 

当期変動額        

剰余金の配当     －  △1,447 

親会社株主に帰属する当期
純利益又は親会社株主に帰
属する当期純損失（△） 

    －  3,933 

自己株式の取得     －  △0 

自己株式の処分     －  113 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

3,328 △144 353 229 3,766 164 3,930 

当期変動額合計 3,328 △144 353 229 3,766 164 6,530 

当期末残高 7,542 △184 1,237 64 8,661 1,623 79,871 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

 (単位：百万円)

 
前連結会計年度 

(自 2022年10月１日 
 至 2023年９月30日) 

当連結会計年度 
(自 2023年10月１日 
 至 2024年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純

損失（△） 
△9,119 5,520 

減価償却費 6,581 7,365 

減損損失 － 1,358 

のれん償却額 43 35 

賞与引当金の増減額（△は減少） 21 △190 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 15 △45 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6,608 △719 

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） 4,487 △205 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 25 △74 

役員報酬ＢＩＰ信託引当金の増減額（△は減少） － △48 

受取利息及び受取配当金 △743 △627 

受取手数料 △196 △107 

支払利息 399 549 

デリバティブ評価損益（△は益） 178 130 

条件付対価受入益 △260 △275 

投資有価証券売却損益（△は益） － △1,795 

投資有価証券評価損 2,604 － 

売上債権の増減額（△は増加） △3,150 3,175 

棚卸資産の増減額（△は増加） 395 △1,499 

前渡金の増減額（△は増加） △1,988 1,652 

仕入債務の増減額（△は減少） △609 7 

未払費用の増減額（△は減少） 354 △199 

その他 △507 649 

小計 5,139 14,658 

利息及び配当金の受取額 774 585 

手数料の受取額 196 107 

利息の支払額 △406 △553 

法人税等の支払額 △1,724 △1,325 

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,979 13,471 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △14,427 △20,525 

有形固定資産の売却による収入 5 11 

無形固定資産の取得による支出 △1,413 △143 

投資有価証券の取得による支出 △2,611 △10,595 

投資有価証券の売却による収入 － 10,677 

投資有価証券の償還による収入 293 2,300 

条件付対価の決済による収入 260 275 

貸付けによる支出 △326 △118 

貸付金の回収による収入 4,542 455 

投融資の純増減額（△は増加） △5,288 52 

その他 △122 7 

投資活動によるキャッシュ・フロー △19,086 △17,603 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 7,926 △8,863 

長期借入れによる収入 15,465 20,000 

長期借入金の返済による支出 △5,123 △5,943 

自己株式の取得による支出 △200 △0 

配当金の支払額 △1,358 △1,446 

その他 △97 △118 

財務活動によるキャッシュ・フロー 16,611 3,628 

現金及び現金同等物に係る換算差額 9 46 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,514 △456 

現金及び現金同等物の期首残高 2,413 3,927 
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現金及び現金同等物の期末残高 3,927 3,471 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項） 

１．連結の範囲に関する事項 

（1）連結子会社の数    3社 

     連結子会社の名称 

       THAI YOKOREI CO.,LTD. 

    BEST COLD CHAIN CO.,LTD. 

    VIETNAM YOKOREI CO.,LTD. 

（2）非連結子会社の数  ５社 

主要な非連結子会社の名称 

㈱グローバルエイジェンシイ 

YOKOREI(THAILAND)CO.,LTD. 

パックス冷蔵㈱ 

㈱H&C 

㈲世紀 

（3）非連結子会社について連結の範囲から除いた理由 

㈱グローバルエイジェンシイ、YOKOREI(THAILAND)CO.,LTD.、パックス冷蔵㈱、㈱H&C及び㈲世紀は、いず

れも小規模であり、合計の総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合

う額）等は、いずれも連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないためであります。 

 

２．持分法の適用に関する事項 

 非連結子会社５社及び関連会社２社（神戸団地冷蔵㈱、ダイヤモンド十勝㈱）は、それぞれ当期純損益（持

分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等からみて、持分法の対象から除いても連結財務諸表に及

ぼす影響は軽微であり、かつ、全体としても重要性がないため、持分法を適用しておりません。 

 

３．連結子会社の事業年度等に関する事項 

 連結子会社のうち、THAI YOKOREI CO.,LTD.、BEST COLD CHAIN CO.,LTD.及びVIETNAM YOKOREI CO.,LTD.の

決算日は６月30日であり、それぞれの決算日の財務諸表により連結しております。 

 なお、連結決算日と上記の決算日等との間に生じた重要な取引については、必要な調整を行っております。 

 

４．会計方針に関する事項 

(イ）重要な資産の評価基準及び評価方法 

   （1）有価証券 

     子会社株式及び関連会社株式 

       移動平均法による原価法 

     その他有価証券 

       市場価格のない株式等以外のもの 

 時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法）により算定してお

ります。 

市場価格のない株式等 

          移動平均法による原価法 

   （2）デリバティブ 

      時価法 

   （3）棚卸資産 

       商品 

 主として個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切り下げの方

法）により算定しております。 

 

（ロ）重要な減価償却資産の減価償却の方法 

   （1）有形固定資産（リース資産を除く） 

 当社は、定率法を採用し、在外連結子会社は、定額法を採用しております。 

 ただし、当社については、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年
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４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。 

 なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

建物及び構築物 ５年～50年

機械装置及び運搬具 ４年～17年

   （2）無形固定資産（リース資産を除く） 

        定額法 

 なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によ

っております。 

   （3）リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

 

（ハ）重要な引当金の計上基準 

   （1）貸倒引当金 

 債権等の貸倒れによる損失に備え、一般債権については貸倒実績率法により、貸倒懸念債権及び破産

更生債権等については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。 

   （2）賞与引当金 

 従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額の当連結会計年度負担額を計上してお

ります。 

   （3）役員賞与引当金 

 当社は、役員賞与の支払に備え、当連結会計年度における支給見込額に基づき計上しております。 

   （4）役員報酬ＢＩＰ信託引当金 

 当社は、役員に対する将来の当社株式の給付に備えるため、株式交付規程に基づき、役員に割り当て

られたポイントに応じた株式の給付見込額を基礎として計上しております。 

   (5）債務保証損失引当金 

      当社は、債務保証等に係る損失に備えるため、被保証先の財政状態等を勘案し、損失負担見込額を計 

     上しております。 

 

（ニ）退職給付に係る会計処理の方法 

   （1）退職給付見込額の期間帰属方法 

 退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法につ

いては、給付算定式基準によっております。 

   （2）数理計算上の差異の費用処理方法 

 数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数

（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しております。 

 なお、一部の連結子会社においては、簡便法を採用しております。 

 

（ホ）重要な収益及び費用の計上基準 

 当社グループの顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当

該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。 

   （1）冷蔵倉庫事業 

 主に冷蔵倉庫における入出庫等の荷役サービスや寄託物を顧客の要請する条件下で保管するサービス

の提供を行っております。入出庫等の荷役サービスに係る対価は契約総額を入庫時に出庫に係るものも

含めて受領しております。荷役サービスに係る履行義務は寄託物の入庫から出庫までの一定の期間にわ

たり充足されると判断し、進捗度の見積りは、契約ごとの入庫及び出庫の総数量に対する入庫済み及び

出庫済みの数量の割合を基礎として測定しております。収益は荷役サービス料総額に進捗度を乗じた金

額を認識しております。 

 寄託物の保管サービスに係る対価は顧客との契約で定めた寄託物ごとの単価（月又は半月）と保管数

量、保管期間に基づき算定されます。保管サービスに係る履行義務は寄託物が顧客の要請する条件下で

保管することであり、保管する一定の期間にわたり履行義務が充足されると判断し、収益を認識してお

ります。 

 取引価格は、顧客との契約において約束された対価から、値引きなどの変動対価を控除した金額で算

定しております。契約における対価は、顧客へ役務提供を行った時点から１年以内に受領しておりま

す。 
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 なお、重要な金融要素は含んでおりません。 

   （2）食品販売事業 

 主に水産品・農畜産品などの加工・販売並びに輸出入を行っております。これらの商品又は製品の販

売については、主に商品又は製品が顧客へ出荷された時点又は船積日等で顧客が当該製品の支配を獲得

することから、これらの時点で履行義務が充足されると判断し、収益を認識しております。 

 なお、収益認識適用指針第98項に定める代替的な取扱いを適用し、商品又は製品の国内の販売におい

て、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転された時までの期間が通常の期間である場合に

は、出荷時に収益を認識しております。また当社は販売促進費等の取引及び代理人取引を行っており、

これらの取引については下記のとおり処理しております。 

 取引価格は、顧客との契約において約束された対価から、値引きなどの変動対価を控除した金額で算

定しております。契約における対価は、顧客へ役務提供を行った時点から１年以内に受領しておりま

す。 

 なお、重要な金融要素は含んでおりません。 

 ａ．販売促進費等 

 販売促進費等については、小売業者や卸売業者等の販売者に対し、定められた期間内に予め定め

た販売数量又は販売金額に応じて支払っております。収益を認識した時点で見積もった予想販売数

量又は予想販売金額に基づき販売促進費等の額を算定して、これらを収益から控除しております。 

 ｂ．代理人取引 

 水産品・農畜産品の販売取引の一部には、顧客への財又はサービスの提供に他の当事者が関与す

る取引であって、当社が主たる責任、在庫リスク、価格裁量権を有さないことから、当社が代理人

に該当すると判断し、収益を純額で認識している取引があります。このような取引には、当社の顧

客から、原材料の調達、商品への加工、商品の引き渡し業務を受託している取引が含まれます。当

該取引は、①原材料の調達では、規格及び仕入先を顧客から指定されていること、②商品の加工委

託先が指定されていることに加え、商品の加工や品質に関する責任を当社が負っていないこと、③

滞留等に関する在庫リスクを当社が有していないこと、④販売価格は原材料費、加工費等の実費に

手数料を加えた金額で合意されていること、という特徴を有しております。このため、当該取引に

係る当社の履行義務は、商品が他の当事者によって顧客に提供されるように手配することであると

判断しております。 

 

（ヘ）重要な外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準 

 外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理

しております。なお、在外子会社の資産及び負債、収益及び費用は決算日の直物為替相場により円貨に

換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定及び非支配株主持分に含めております。 

 

（ト）重要なヘッジ会計の方法 

   （1）ヘッジ会計の方法 

 繰延ヘッジ処理によっております。 

 ただし、為替予約が付されている外貨建金銭債権債務について、振当処理の要件を充たしている場合

には振当処理を行っております。 

 また、金利スワップ取引について特例処理の要件を充たしている場合には、特例処理を行っておりま

す。 

   （2）ヘッジ手段とヘッジ対象 

 ａ．ヘッジ手段   為替予約取引 

 ヘッジ対象   商品輸出・輸入による外貨建債権債務及び外貨建予定取引 

 ｂ．ヘッジ手段   金利スワップ・通貨スワップ 

 ヘッジ対象   借入金 

   （3）ヘッジ方針 

 社内規程に基づき、金利変動リスク及び為替変動リスクをヘッジしております。 

 なお、投機目的によるデリバティブ取引は行わない方針であります。 

   （4）ヘッジ有効性評価の方法 

 ヘッジ対象の相場変動、キャッシュ・フローとヘッジ手段の間に高い相関性があることを確認し、有

効性を評価しております。ただし、予定取引について同一通貨の為替予約を付しているため、その後の

為替相場の変動による相関関係は完全に確保されておりますので、有効性の評価を省略しております。 

 また、特例処理によっている金利スワップについても、有効性の評価を省略しております。 
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（チ）のれんの償却方法及び償却期間 

 のれんの償却については、10年間の均等償却を行っております。 

 

（リ）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

 手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリ

スクしか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。 

（連結貸借対照表に関する注記） 

※１．受取手形及び売掛金のうち、顧客との契約から生じた債権の金額はそれぞれ以下のとおりであります。 

 
前連結会計年度 

（2023年９月30日） 
当連結会計年度 

（2024年９月30日） 

受取手形 2百万円 5百万円 

売掛金 16,520 13,365 

 

※２．非連結子会社及び関連会社に対するものは次のとおりであります。 

 
前連結会計年度 

（2023年９月30日） 
当連結会計年度 

（2024年９月30日） 

投資有価証券（株式） 1,008百万円 1,008百万円 

 

※３．有形固定資産の減価償却累計額 

 
前連結会計年度 

（2023年９月30日） 
当連結会計年度 

（2024年９月30日） 

減価償却累計額 98,000百万円 104,591百万円 

 

※４．担保資産及び担保付債務 

   担保に供している資産及び担保付債務は以下のとおりであります。 

 
前連結会計年度 

（2023年９月30日） 
当連結会計年度 

（2024年９月30日） 

建物及び構築物 109百万円 100百万円 

 担保権によって担保されている債務はありませんが、土地使用貸借契約に基づいて担保提供をしており

ます。 

 

※５．有形固定資産について、取得価額から控除した圧縮記帳額は、次のとおりであります。 

 
前連結会計年度 

（2023年９月30日） 
当連結会計年度 

（2024年９月30日） 

機械装置及び運搬具 163百万円 528百万円 
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 ６．保証債務 

   連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、債務保証を行っております。 

前連結会計年度 
（2023年９月30日） 

当連結会計年度 
（2024年９月30日） 

ダイヤモンド十勝㈱ 

YOKOREI(THAILAND)CO.,LTD. 

652百万円 

130 

ダイヤモンド十勝㈱ 

(有)世紀 

YOKOREI(THAILAND)CO.,LTD. 

598百万円 

300 

130 

計 782 計 1,028 

 

※７．コミットメント契約関係 

 当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行４行及び１金庫と貸出コミットメント契

約を締結しております。これらの契約に基づく連結会計年度末の借入未実行残高は次のとおりでありま

す。 

 
前連結会計年度 

（2023年９月30日） 
当連結会計年度 

（2024年９月30日） 

貸出コミットメントの総額 12,000百万円 12,000百万円 

借入実行残高 7,000 7,000 

差引額 5,000 5,000 

 

※８．流動負債「その他」のうち、顧客との契約から生じた契約負債の金額 

 
前連結会計年度 

（2023年９月30日） 
当連結会計年度 

（2024年９月30日） 

契約負債 687百万円 724百万円 

 

（連結損益計算書に関する注記） 

 ※１．顧客との契約から生じる収益 

   売上高については、顧客との契約から生じる収益及びそれ以外の収益を区分して記載しておりません。顧

客との契約から生じる収益の金額は、「３．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事

項」に記載しております。 

 

 ※２．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。 

 
前連結会計年度 

（自 2022年10月１日 
  至 2023年９月30日） 

当連結会計年度 
（自 2023年10月１日 

  至 2024年９月30日） 

報酬給料手当等 1,817百万円 1,963百万円 

保管料 1,172 1,193 

運賃 1,190 1,185 

支払手数料 630 613 

減価償却費 676 597 

賞与引当金繰入額 225 166 

退職給付費用 86 94 

役員賞与引当金繰入額 45 － 

貸倒引当金繰入額 7 － 

 

 ※３．投資有価証券売却益 

当連結会計年度（自 2023年10月１日 至 2024年９月30日） 

 2024年６月25日に株式の売却による対価として受け入れた社債について、当期中に当該社債の一部償還が行わ

れた事に伴い、社債受け入れ時の時価と譲渡株式の帳簿価額との差額のうち、当該償還割合に応じた金額1,795

百万円を特別利益として計上しております。 

 

 ※４．条件付対価受入益 

前連結会計年度（自 2022年10月１日 至 2023年９月30日） 
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 過去に締結した株式譲渡契約において、一定の条件を満たした場合に追加で対価を受領できる旨の条項が設け

られておりました。当連結会計年度において当該条件を満たし、追加で対価を受領したことから当該金額を特別

利益に計上しております。 

 

当連結会計年度（自 2023年10月１日 至 2024年９月30日） 

 過去に締結した株式譲渡契約において、一定の条件を満たした場合に追加で対価を受領できる旨の条項が設け

られておりました。当連結会計年度において当該条件を満たし、追加で対価を受領したことから当該金額を特別

利益に計上しております。 

 

 ※５．減損損失 

当連結会計年度（自 2023年10月１日 至 2024年９月30日） 

 減損損失を認識した資産グループは次のとおりであります。 

場  所 用  途 種  類 
減 損 損 失 

（百 万 円） 

 宮城県気仙沼市川口町 

 ２丁目40-１ 
 冷蔵倉庫事業 

建物及び構築物 

機械装置及び運搬具 

土地 

その他 

      1,358 

 当社グループは、事業用資産については原則として事業所単位ごとにグルーピングを行っており、遊休資産に

ついては個別資産ごとにグルーピングを行っております。 

 上記資産グループについては、当連結会計年度において収益性の低下が認められたため、その帳簿価額を回収

可能価額まで減額し、当該減少額1,358百万円を減損損失として計上しております。 

 その内訳は、建物及び構築物992百万円、機械装置及び運搬具225百万円、土地137百万円及びその他３百万円

であります。 

 なお、回収可能価額は、新たな事業計画を基に使用価値から算定しております。 

 使用価値は、将来キャッシュ・フローを3.81％で割り引いて算定しております。
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（連結包括利益計算書関係） 

※１  その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額 

 
前連結会計年度 

（自 2022年10月１日 
至 2023年９月30日） 

当連結会計年度 
（自 2023年10月１日 
至 2024年９月30日） 

その他有価証券評価差額金：   

当期発生額 954百万円 6,693百万円 

組替調整額 － △1,871 

税効果調整前 954 4,822 

税効果額 △296 △1,494 

その他有価証券評価差額金 658 3,328 

繰延ヘッジ損益：   

当期発生額 △313 △209 

税効果額 97 64 

繰延ヘッジ損益 △216 △144 

為替換算調整勘定：   

当期発生額 355 454 

組替調整額 － － 

 税効果調整前 355 454 

 税効果額 － － 

 為替換算調整勘定 355 454 

退職給付に係る調整額：   

当期発生額 △106 292 

組替調整額 1 41 

税効果調整前 △105 333 

税効果額 32 △104 

退職給付に係る調整額 △72 229 

その他の包括利益合計 725 3,867 
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（連結株主資本等変動計算書関係） 

前連結会計年度（自 2022年10月１日 至 2023年９月30日） 

 １．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 
当連結会計年度期
首株式数（千株） 

当連結会計年度増
加株式数（千株） 

当連結会計年度減
少株式数（千株） 

当連結会計年度末
株式数（千株） 

発行済株式     

普通株式 59,266 － － 59,266 

合計 59,266 － － 59,266 

自己株式     

普通株式  (注)１、２、３ 366 198 110 454 

合計 366 198 110 454 

（注）１．普通株式の自己株式の株式数には、役員報酬ＢＩＰ信託口が保有する当社株式（当連結会計年度末222千株） 

          が含まれております。 

   ２．普通株式の自己株式の株式数の増加198千株は、取締役会決議による自己株式の取得198千株、単元未満株式の

買取りによる増加０千株、当連結会計年度中に譲渡制限付株式報酬として処分した自己株式の返却による増加

０千株であります。 

   ３．普通株式の自己株式の株式数の減少110千株は、譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分による減少であ

ります。 
 

 ２．配当に関する事項 

(１)配当金支払額 

決議 株式の種類 
配当金の総額 
（百万円） 

１株当たり配当
額（円） 

基準日 効力発生日 

2022年12月22日 

定時株主総会 
普通株式 679 11.5 2022年９月30日 2022年12月23日 

（注）配当金の総額には、役員報酬ＢＩＰ信託口が保有する当社株式に対する配当金２百万円が含まれております。 

 

決議 株式の種類 
配当金の総額 
（百万円） 

１株当たり配当
額（円） 

基準日 効力発生日 

2023年５月15日 

取締役会 
普通株式 678 11.5 2023年３月31日 2023年６月12日 

（注）配当金の総額には、役員報酬ＢＩＰ信託口が保有する当社株式に対する配当金２百万円が含まれております。 

 

(２)基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

決議 株式の種類 
配当金の総額 
（百万円） 

配当の原資 
１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 

2023年12月22日 

定時株主総会 
普通株式 737 利益剰余金 12.5 2023年９月30日 2023年12月25日 

（注）１．配当金の総額には、役員報酬ＢＩＰ信託口が保有する当社株式に対する配当金２百万円が含まれております。 

（注）２．１株当たり配当額には、創立75周年記念配当１円を含んでおります。 
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当連結会計年度（自 2023年10月１日 至 2024年９月30日） 

 １．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 
当連結会計年度期
首株式数（千株） 

当連結会計年度増
加株式数（千株） 

当連結会計年度減
少株式数（千株） 

当連結会計年度末
株式数（千株） 

発行済株式     

普通株式 59,266 － － 59,266 

合計 59,266 － － 59,266 

自己株式     

普通株式  (注)１、２、３ 454 1 122 333 

合計 454 1 122 333 

（注）１．普通株式の自己株式の株式数には、役員報酬ＢＩＰ信託口が保有する当社株式（当連結会計年度末162千株） 

          が含まれております。 

   ２．普通株式の自己株式の株式数の増加１千株は、単元未満株式の買取りによる増加０千株、当連結会計年度中に

譲渡制限付株式報酬として処分した自己株式の返却による増加１千株であります。 

   ３．普通株式の自己株式の株式数の減少122千株は、譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分による減少62千

株、役員報酬ＢＩＰ信託口から対象者への株式給付による減少60千株によるものです。 
 

 ２．配当に関する事項 

(１)配当金支払額 

決議 株式の種類 
配当金の総額 
（百万円） 

１株当たり配当
額（円） 

基準日 効力発生日 

2023年12月22日 

定時株主総会 
普通株式 737 12.5 2023年９月30日 2023年12月25日 

（注）配当金の総額には、役員報酬ＢＩＰ信託口が保有する当社株式に対する配当金２百万円が含まれております。 

 

決議 株式の種類 
配当金の総額 
（百万円） 

１株当たり配当
額（円） 

基準日 効力発生日 

2024年５月14日 

取締役会 
普通株式 709 12.0 2024年３月31日 2024年６月10日 

（注）配当金の総額には、役員報酬ＢＩＰ信託口が保有する当社株式に対する配当金１百万円が含まれております。 

 

(２)基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

決議 株式の種類 
配当金の総額 
（百万円） 

配当の原資 
１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 

2024年12月25日 

定時株主総会 
普通株式 709 利益剰余金 12.0 2024年９月30日 2024年12月26日 

（注）配当金の総額には、役員報酬ＢＩＰ信託口が保有する当社株式に対する配当金１百万円が含まれております。 
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（セグメント情報等の注記） 

【セグメント情報】 

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社及び当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象としてサー

ビス別に「冷蔵倉庫事業」、「食品販売事業」及び「その他」としております。 

 各事業の内容は下記のとおりであります。 

(１)冷蔵倉庫事業・・・・水産品・畜産品等の冷蔵・冷凍保管事業及びそれに付帯する事業 

(２)食品販売事業・・・・水産品・畜産品等の卸売並びに加工処理等の事業 

(３)その他・・・・・・・不動産賃貸業等 

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と概ね同一であります。 

 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部売上高または振替高

は第三者間取引価格に基づいております。 

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自 2022年10月１日 至 2023年９月30日） 

(単位：百万円)

 報告セグメント 
調整額 
(注１) 

連結 
財務諸表 
計上額 
(注２) 

 冷蔵倉庫事業 食品販売事業 その他 計 

売上高       

外部顧客への売上高 31,827 93,712 58 125,598 － 125,598 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

2,096 － 32 2,128 △2,128 － 

計 33,923 93,712 90 127,727 △2,128 125,598 

セグメント利益 6,689 961 33 7,685 △4,096 3,588 

セグメント資産 104,976 62,397 1,599 168,973 19,290 188,263 

その他の項目       

減価償却費(注３) 5,888 107 16 6,012 568 6,581 

のれんの償却額 43 － － 43 － 43 

有形固定資産及び無形固定 
資産の増加額(注３) 

11,972 184 34 12,191 236 12,428 

(注) １．調整額の内容は次のとおりであります。 

(1) セグメント利益の調整額△4,096百万円は、各報告セグメントに配賦していない全社費用であります。 

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

(2) セグメント資産の調整額19,290百万円は、各報告セグメントに配賦していない全社資産であり、その

主なものは、提出会社での余資運用資金(現金・預金)、長期投資資金(投資有価証券等)であります。 

(3) 減価償却費の調整額568百万円は、全社資産に係る減価償却費であります。 

(4) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額236百万円は、全社資産の増加額であります。 

２．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。 

３．減価償却費、有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、長期前払費用及びその償却額が含まれて

おります。 
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当連結会計年度（自 2023年10月１日 至 2024年９月30日） 

(単位：百万円)

 報告セグメント 
調整額 
(注１) 

連結 
財務諸表 
計上額 
(注２) 

 冷蔵倉庫事業 食品販売事業 その他 計 

売上高       

外部顧客への売上高 35,127 87,095 59 122,282 － 122,282 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

2,030 － 32 2,063 △2,063 － 

計 37,158 87,095 92 124,346 △2,063 122,282 

セグメント利益 7,198 1,473 25 8,697 △4,049 4,647 

セグメント資産 119,513 62,120 1,583 183,217 19,808 203,026 

その他の項目       

減価償却費(注３) 6,751 115 16 6,882 482 7,365 

のれんの償却額 35 － － 35 － 35 

有形固定資産及び無形固定 
資産の増加額(注３) 

21,140 289 0 21,429 208 21,638 

(注) １．調整額の内容は次のとおりであります。 

(1) セグメント利益の調整額△4,049百万円は、各報告セグメントに配賦していない全社費用であります。 

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

(2) セグメント資産の調整額19,808百万円は、各報告セグメントに配賦していない全社資産であり、その

主なものは、提出会社での余資運用資金(現金・預金)、長期投資資金(投資有価証券等)であります。 

(3) 減価償却費の調整額482百万円は、全社資産に係る減価償却費であります。 

(4) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額208百万円は、全社資産の増加額であります。 

２．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。 

３．減価償却費、有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、長期前払費用及びその償却額が含まれて

おります。 
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【関連情報】 

前連結会計年度（自2022年10月１日  至2023年９月30日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 

 

２．地域ごとの情報 

(1）売上高 

                                   (単位：百万円) 

日本 アジア 北米 欧州 その他 合計 

117,473 7,670 293 113 47 125,598 

 

(2）有形固定資産 

                     (単位：百万円) 

日本 アジア 合計 

92,986 8,182 101,168 

 

 

３．主要な顧客ごとの情報 

 外部顧客への売上高のうち連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略

しております。 

 

当連結会計年度（自2023年10月１日  至2024年９月30日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 

 

２．地域ごとの情報 

(1）売上高 

                                   (単位：百万円) 

日本 アジア 北米 欧州 その他 合計 

115,734 6,251 280 16 － 122,282 

 

(2）有形固定資産 

                     (単位：百万円) 

日本 アジア 合計 

102,400 12,999 115,399 

 

 

３．主要な顧客ごとの情報 

 外部顧客への売上高のうち連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略

しております。 
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】 

前連結会計年度（自2022年10月１日  至2023年９月30日） 

該当事項はありません。 

 

当連結会計年度（自2023年10月１日  至2024年９月30日） 

     （単位：百万円）

 冷蔵倉庫事業 食品販売事業 その他 計 全社・消去 合計 

減損損失 1,358 － － 1,358 － 1,358 

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】 

前連結会計年度（自2022年10月１日  至2023年９月30日） 

 (単位：百万円)

 冷蔵倉庫事業 食品販売事業 その他 計 全社・消去 合計 

当期償却額 43 － － 43 － 43 

当期末残高 32 － － 32 － 32 

 

当連結会計年度（自2023年10月１日  至2024年９月30日） 

 (単位：百万円)

 冷蔵倉庫事業 食品販売事業 その他 計 全社・消去 合計 

当期償却額 35 － － 35 － 35 

当期末残高 － － － － － － 

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】 

前連結会計年度（自2022年10月１日  至2023年９月30日） 

該当事項はありません。 

 

当連結会計年度（自2023年10月１日  至2024年９月30日） 

該当事項はありません。 
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（収益認識関係） 

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報 

（単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

（自 2022年10月１日 
至 2023年９月30日） 

当連結会計年度 
（自 2023年10月１日 
至 2024年９月30日） 

冷蔵倉庫事業   

 （保管） 16,209 17,557 

 （荷役） 6,513 7,088 

 （運送取扱・他） 9,103 10,481 

 小計 31,827 35,127 

食品販売事業   

 （水産品） 75,697 68,657 

 （畜産品） 16,107 17,102 

 （農産品・他） 1,907 1,336 

 小計 93,712 87,095 

その他 － － 

顧客との契約から生じる収益 125,540 122,223 

その他の収益 58 59 

外部顧客への売上高 125,598 122,282 

 

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報 

収益を理解するための基礎となる情報は「（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）４．会計方

針に関する事項（ホ）重要な収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。 

 

３．当期及び翌期以降の収益の金額を理解するための情報 

（単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

（自 2022年10月１日 
至 2023年９月30日） 

当連結会計年度 
（自 2023年10月１日 
至 2024年９月30日） 

顧客との契約から生じた債権（期首残高） 13,354 16,523 

顧客との契約から生じた債権（期末残高） 16,523 13,370 

契約負債（期首残高） 645 687 

契約負債（期末残高） 687 724 

契約負債は、主に冷蔵倉庫業の入庫時に一括で売上計上していた荷役料のうち、未出庫に係る部分について

受け取った対価であり、連結貸借対照表上、流動負債の「その他」に含めて表示しております。なお、契約

負債は、出庫に伴って履行義務が充足され、収益へと振替えられます。 

 

前連結会計年度（自 2022年10月１日 至 2023年９月30日） 

当連結会計年度に認識した収益のうち、期首時点の契約負債に含まれていた額は566百万円であります。 

 

当連結会計年度（自 2023年10月１日 至 2024年９月30日） 

当連結会計年度に認識した収益のうち、期首時点の契約負債に含まれていた額は606百万円であります。 
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（１株当たり情報） 

 
前連結会計年度 

（自 2022年10月１日 
至 2023年９月30日） 

当連結会計年度 
（自 2023年10月１日 
至 2024年９月30日） 

１株当たり純資産額 1,222円23銭 1,327円75銭 

１株当たり当期純利益又は 

１株当たり当期純損失（△） 
△182円52銭 66円79銭 

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

２．１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
前連結会計年度 

（自 2022年10月１日 
   至 2023年９月30日） 

当連結会計年度 
（自 2023年10月１日 

   至 2024年９月30日） 

１株当たり当期純利益又は 

１株当たり当期純損失 
  

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会

社株主に帰属する当期純損失（△）（百万

円） 

△10,731 3,933 

普通株主に帰属しない金額（百万円） － － 

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期

純利益又は普通株式に係る親会社株主に帰

属する当期純損失（△）（百万円） 

△10,731 3,933 

期中平均株式数（千株） 58,793 58,896 

（注）「役員報酬ＢＩＰ信託口」が保有する当社株式を、「１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失」の

算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております（前連結会計年度222,500株、

当連結会計年度162,100株）。 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 
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４．個別財務諸表及び主な注記 

（１）貸借対照表 

 (単位：百万円)

 
前事業年度 

(2023年９月30日) 
当事業年度 

(2024年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,637 2,082 

受取手形 1 1 

売掛金 16,208 13,034 

商品 14,816 16,295 

貯蔵品 57 59 

前渡金 2,217 565 

短期貸付金（純額） 860 564 

関係会社短期貸付金（純額） 5 258 

その他 841 1,269 

貸倒引当金 △100 △9 

流動資産合計 37,545 34,121 

固定資産   

有形固定資産   

建物 47,360 56,001 

構築物 1,881 2,134 

機械及び装置 7,377 8,822 

車両運搬具 344 384 

工具、器具及び備品 464 711 

土地 29,967 30,084 

リース資産 295 361 

建設仮勘定 5,294 3,899 

有形固定資産合計 92,986 102,400 

無形固定資産   

借地権 1,538 1,538 

ソフトウエア 317 592 

電話加入権 28 28 

その他 345 13 

無形固定資産合計 2,230 2,172 

投資その他の資産   

投資有価証券 38,392 42,230 

関係会社株式 3,544 3,544 

出資金 10 10 

関係会社出資金 1,792 1,792 

長期貸付金 4,471 4,130 

従業員に対する長期貸付金 2 2 

関係会社長期貸付金 2,249 6,090 

破産更生債権等 38 40 

長期前払費用 5 4 

差入保証金 666 484 

繰延税金資産 － 293 

長期未収入金 6,762 6,450 

その他 415 294 

貸倒引当金 △7,695 △7,067 

投資その他の資産合計 50,656 58,301 

固定資産合計 145,872 162,874 

資産合計 183,418 196,995 
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 (単位：百万円)

 
前事業年度 

(2023年９月30日) 
当事業年度 

(2024年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 4,568 4,572 

短期借入金 20,400 10,800 

１年内返済予定の長期借入金 5,637 5,627 

１年内償還予定の社債 － 10,000 

リース債務 82 95 

未払金 599 1,236 

未払法人税等 895 3,092 

未払費用 2,607 2,403 

前受金 4 6 

預り金 197 104 

賞与引当金 811 621 

役員賞与引当金 45 － 

その他 2,083 3,280 

流動負債合計 37,932 41,840 

固定負債   

社債 30,000 20,000 

長期借入金 38,187 52,498 

リース債務 244 301 

繰延税金負債 191 － 

退職給付引当金 749 778 

役員報酬ＢＩＰ信託引当金 143 95 

債務保証損失引当金 4,487 4,281 

資産除去債務 91 91 

長期預り金 96 98 

長期未払金 263 251 

デリバティブ債務 742 747 

固定負債合計 75,198 79,145 

負債合計 113,130 120,986 

純資産の部   

株主資本   

資本金 14,303 14,303 

資本剰余金   

資本準備金 14,346 14,346 

その他資本剰余金 72 81 

資本剰余金合計 14,419 14,428 

利益剰余金   

利益準備金 1,004 1,004 

その他利益剰余金   

圧縮記帳積立金 285 285 

別途積立金 47,110 48,510 

繰越利益剰余金 △10,623 △9,598 

利益剰余金合計 37,776 40,201 

自己株式 △386 △282 

株主資本合計 66,112 68,650 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 4,214 7,542 

繰延ヘッジ損益 △39 △184 

評価・換算差額等合計 4,174 7,358 

純資産合計 70,287 76,009 

負債純資産合計 183,418 196,995 
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（２）損益計算書 

 (単位：百万円)

 
前事業年度 

(自 2022年10月１日 
 至 2023年９月30日) 

当事業年度 
(自 2023年10月１日 
 至 2024年９月30日) 

売上高   

商品売上高 93,712 87,095 

冷蔵庫収入 29,742 32,772 

その他事業収入 58 59 

売上高合計 123,513 119,927 

売上原価   

商品売上原価 87,851 80,690 

冷凍事業原価 23,285 25,949 

その他の事業原価 24 34 

売上原価合計 111,161 106,674 

売上総利益 12,351 13,253 

販売費及び一般管理費 8,883 8,854 

営業利益 3,468 4,398 

営業外収益   

受取利息 324 381 

受取配当金 463 365 

受取手数料 196 107 

為替差益 30 － 

受取遅延損害金 － 198 

貸倒引当金戻入額 － 278 

雑収入 441 370 

営業外収益合計 1,456 1,700 

営業外費用   

支払利息 373 506 

支払手数料 19 237 

固定資産除却損 95 200 

貸倒引当金繰入額 205 － 

デリバティブ評価損 178 130 

為替差損 － 285 

雑支出 65 114 

営業外費用合計 937 1,474 

経常利益 3,986 4,624 

特別利益   

投資有価証券売却益 － 1,795 

条件付対価受入益 260 275 

特別利益合計 260 2,070 

特別損失   

減損損失 － 1,358 

投資有価証券評価損 2,604 － 

債務保証損失引当金繰入額 4,487 － 

貸倒引当金繰入額 6,421 － 

特別損失合計 13,514 1,358 

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） △9,266 5,336 

法人税、住民税及び事業税 1,632 3,376 

法人税等調整額 △100 △1,912 

法人税等合計 1,532 1,464 

当期純利益又は当期純損失（△） △10,798 3,871 
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（３）株主資本等変動計算書 

前事業年度（自 2022年10月１日 至 2023年９月30日） 

（単位：百万円）

 株主資本 

 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

 

資本準備金 
その他資本剰

余金 
資本剰余金合

計 
利益準備金 

その他利益剰余金 

 
圧縮記帳積
立金 

別途積立金 
繰越利益剰
余金 

当期首残高 14,303 14,346 52 14,399 1,004 285 45,710 2,933 

事業年度中の変動額         

剰余金の配当    －    △1,358 

当期純利益又は当期純
損失（△） 

   －    △10,798 

圧縮記帳積立金の取崩    －  △0  0 

別途積立金の積立    －   1,400 △1,400 

自己株式の取得    －     

自己株式の処分   19 19     

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 

   －     

事業年度中の変動額合計 － － 19 19 － △0 1,400 △13,556 

当期末残高 14,303 14,346 72 14,419 1,004 285 47,110 △10,623 

 

  （単位：百万円）

 株主資本 評価・換算差額等 

純資産合計  利益剰余金 
自己株式 株主資本合計 

その他有価証
券評価差額金 

繰延ヘッジ損益 
評価・換算差
額等合計 

 
利益剰余金合
計 

当期首残高 49,933 △286 78,350 3,556 176 3,732 82,083 

事業年度中の変動額        

剰余金の配当 △1,358  △1,358    △1,358 

当期純利益又は当期純
損失（△） 

△10,798  △10,798    △10,798 

圧縮記帳積立金の取崩 －  －    － 

別途積立金の積立 －  －    － 

自己株式の取得 － △200 △200    △200 

自己株式の処分 － 99 119    119 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 

－  － 658 △216 442 442 

事業年度中の変動額合計 △12,156 △100 △12,237 658 △216 442 △11,795 

当期末残高 37,776 △386 66,112 4,214 △39 4,174 70,287 
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当事業年度（自 2023年10月１日 至 2024年９月30日） 

（単位：百万円）

 株主資本 

 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

 

資本準備金 
その他資本剰

余金 
資本剰余金合

計 
利益準備金 

その他利益剰余金 

 
圧縮記帳積
立金 

別途積立金 
繰越利益剰
余金 

当期首残高 14,303 14,346 72 14,419 1,004 285 47,110 △10,623 

事業年度中の変動額         

剰余金の配当    －    △1,447 

当期純利益又は当期純
損失（△） 

   －    3,871 

圧縮記帳積立金の取崩    －  △0  0 

別途積立金の積立    －   1,400 △1,400 

自己株式の取得    －     

自己株式の処分   9 9     

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 

   －     

事業年度中の変動額合計 － － 9 9 － △0 1,400 1,024 

当期末残高 14,303 14,346 81 14,428 1,004 285 48,510 △9,598 

 

  （単位：百万円）

 株主資本 評価・換算差額等 

純資産合計  利益剰余金 
自己株式 株主資本合計 

その他有価証
券評価差額金 

繰延ヘッジ損益 
評価・換算差
額等合計 

 
利益剰余金合
計 

当期首残高 37,776 △386 66,112 4,214 △39 4,174 70,287 

事業年度中の変動額        

剰余金の配当 △1,447  △1,447   － △1,447 

当期純利益又は当期純
損失（△） 

3,871  3,871   － 3,871 

圧縮記帳積立金の取崩 －  －   － － 

別途積立金の積立 －  －   － － 

自己株式の取得 － △0 △0   － △0 

自己株式の処分 － 104 113   － 113 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 

－  － 3,328 △144 3,183 3,183 

事業年度中の変動額合計 2,424 104 2,537 3,328 △144 3,183 5,721 

当期末残高 40,201 △282 68,650 7,542 △184 7,358 76,009 
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（４）個別財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 
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５．その他 

役員の異動 

  (2025年2月17日 第77期定時株主総会継続会日付） 

 

（１）代表取締役の異動 

      該当事項なし 

 

（２）その他役員の異動 

新任監査役候補 

新役職名 氏名 備考 

常勤監査役（社外監査役） 奥田  康一郎 ― 

非常勤監査役（社外監査役） 市川  裕介 
株式会社アイネット 

社外取締役（常勤監査等委員） 

（注）奥田康一郎氏と市川裕介氏の両氏の選任が2024年12月25日の株主総会で承認され、2025年2月17日の継続会の終結 

      をもって就任する予定です。なお、市川裕介氏は東京証券取引所に独立役員として届け出ております。 

 

退任予定監査役 

退任後の就任予定役職名 氏名 現役職名 

参与 林  修三 常勤監査役（社外監査役） 

― 棚橋  栄蔵 非常勤監査役（社外監査役） 

 

（３）その他 

   該当事項なし 

 

以 上 
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